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則
日
浮
メ
藤
朦
「
ま
沿
協
′
と
撹

４
さ
オ
　
廻
ツ

は
明
治
村

へ
移
転
復
元
さ
れ
た
。
現
在
は
現
地
に

再
現
さ
れ
た
建
物
が
あ
る
。
周
辺
に
は
、
清
見
寺

薩
罐
峠
が
あ
る
。

史

遊

会

通

三
月
講
演

マ

テ

オ

リ

ッ

チ

の

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
に
書
か
れ
た
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
風
俗
を
中
心
に
し
た
絢
爛
た
る

屏
風
を
、
南
蛮
屏
風
と
呼
ん
で
い
る
。
同
じ
頃
書

か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
も
の
に
、
世
界
図

を
あ
し
ら

っ
た

「
南
蛮
世
界
図
屏
風
」
が
あ
る
。

今
で
も
三
十
図
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、

当
時
の
人
の
世
界
感
覚
で
は
、

「
本
朝
　
唐
　
天

竺
」
の
三
国
が
中
心
と
し
て
成
り
立
つ
と
信
じ
て

い
た
の
で
、
こ
の
地
球
的
視
野
の
拡
大
は
晴
天
の

露
霊
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
十
七
世
紀
に
は
い
っ
て
す
ぐ
に
中
国

か
ら
、
当
時
で
は
驚
く
べ
き
詳
細
な
世
界
図
が
飛

び
込
ん
で
来
た
。

マ
テ
オ
リ

ッ
チ
の

『
坤
輿
萬
國
全
国
』
で
あ
る
。

『
徳
川
実
紀
』
の

「
東
照
宮
御
実
紀
」
の
慶
長

吉
同

橋

由

二員

彦

十
六
年

（
一
六

一
一
）
九
月
の
項
に
、
そ
れ
ら
し

き
記
録
が
あ
る
。

「
西
域
よ
り
世
界
の
図
来
た
り
し
か
ば
、
駿
府

に
進
ぜ
ら
れ
し
に
ご
覧
あ
り
て
、
後
藤
庄
三
郎
光

次
、
長
谷
川
左
兵
衛
藤
広
を
御
前
に
召
し
て
、
万

国
の
事
ど
も
ご
尋
問
あ
り
て
討
論
せ
ら
れ
た
り
」

と
あ
る
。
長
谷
川
は
長
崎
奉
行
、
後
藤
は
金
座
の

頭
人
で
、
こ
の
時
の
世
界
図
は

『
坤
興
萬
國
全
国
』

と
考
え
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
マ
テ
オ
リ

ッ
チ

（
一
五
五

二
ヽ

一
六

一
六
）
は

一
五
人
三
年
に
同
じ
イ
タ
リ

ア
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
管
区
巡
察
師
の
ア

レ
ッ
サ
ン
ド
ロ

・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
命
に
よ
り

中
国
布
教
に
赴
く
。

リ

ッ
チ
は
ま
ず
マ
カ
オ
か
ら
肇
慶
に
入

っ
て
、

例

会

の

お

知

ら

せ

◎
　
４
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２‐
年
４
月
２２
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

ム
ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

社
会
教
育
館
　
第
２
研
修
室

講
　
演
　
千
坂
精

一
氏

テ
ー
マ
　
越
後
長
尾
氏
と
景
勝

・
兼
績

自
由
執
筆
は
柴
田
弘
武

・
山
本
鎮
雄

鯨
沸
海
の
諸
氏
。

締
切
り
　
４
月
末
日

◎
　
５
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２‐
年
５
月
２７
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

△
ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

社
会
教
育
館
　
第
２
研
修
室

講
　
演
　
松
川
博
光
氏

テ
ー
マ
　

「
近
代
観
の
修
正
」

自
由
執
筆
は
大
田
精

一　
・
隆
　
恵

・

中
山
喬
央
の
諸
氏
。

締
切
り
は
５
月
末
日

『
坤

輿

菖

國

全

国

』 年
目

橘
２‐
１‐
行

は
成
月
発

平
４

事 務 局
む

03--3712
0651

下 山 田 方

隆

「
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中
国
へ
の
第

一
歩
を
印
す
わ
け
だ
が
、
マ
カ
オ
で

は
日
本
の
天
正
少
年
使
節
に
会

っ
て
い
る
。

リ
ツ
チ
は
当
時
の
頑
迷
固
睡
な
中
国
側
の
強
権

に
対
し
、
ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
説
く
現
地
適
応
策

に
基
づ
い
て
、
四
書
五
経
に
よ
る
儒
教
に
応
身
し

た
姿
で
の
、
キ
リ
ス
ト
経
布
教
の
基
盤
を
築
く
こ

と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
こ
の
公
教
要
理
に
儒
教
を
い
れ
た
事

が
理
由
と
な

っ
て
の
典
礼
問
題
に
発
展
し
た
が
、

リ

ッ
チ
自
身
に
対
す
る
中
国
政
府
の
信
頼
は
厚
く

大
き
か
っ
た
。

一
六
〇

一
年
に
は
明
朝
の
万
歴
帝
神
宗
に
拝
謁

を
ゆ
る
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
。
中
国
名
を
利
翡

書
と
称
し
て
北
京
で
没
し
た
が

「
大
西
西
泰
利
先

生
」
と
敬
愛
さ
れ
て
、
北
京
市
内
の
柵
覧
に
墓
地

ま
で
あ
た
え
ら
れ
た

（
現
在

‥
中
国
共
産
党
学
校

敷
地
内

）
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
尊
敬
さ
れ
た
大
き
な
理
由
の

一
つ
に
は
、
初
め
て
漢
訳
さ
れ
た

一
連
の
世
界
図

の
著
作
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も

『
坤
輿

萬
國
全
国
』
は
こ
と
さ
ら
に
際
立

っ
て
い
た
。
他

に
も
漢
訳
に
公
教
要
理
の

『
天
主
実
義
』

（
一
六

〇
三
）
、
ユ
ー
ク
リ

ッ
ド
幾
何
学
の

『
幾
何
原
本
』

（
一
六
〇
七

）
な
ど
の
著
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
著
書
は
す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
い

る
た
め
、
い
ち
早
く
漢
字
文
化
旧
に
も
た
ら
さ
れ
、

わ
が
国
に
も
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

リ

ッ
チ
世
界
図
の
主
な
も
の
は
大
き
く
分
け
て

四
つ
あ
る
。

肇
慶
版

（
別
名

『
山
海
輿
地
全
図
』
）
、
南
京

版

（
肇
慶
版
の
改
版

）
、
李
之
藻
版

（
『
坤
輿
高

國
全
国
』
）
、
李
応
試
版

（
『
両
儀
玄
覧
固
』
）

の
四
つ
で
あ
る
。

肇
慶
版
と
南
京
版
は
残
念
な
が
ら
実
在
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
李
之
藻
版
は
世
界
で

現
在
の
所
四
本
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
で
二
本
が

日
本
に
あ
る
。
宮
城
県
立
図
書
館
と
京
都
大
学
で

あ
る
。
残
り
の
二
本
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
と
、
二
十
年

ほ
ど
前
に
サ
ザ
ビ
ー
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
だ
さ
れ

た
フ
ィ
リ

ッ
プ

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
旧
蔵
図
で
あ
る
。

一
方
李
応
試
版
は
鮎
沢
信
太
郎
の
調
査
に
よ
り
、

『
両
儀
玄
覧
同
』
が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
が
判
明

し
、
こ
の
天
下
の
孤
本
は
、
現
在
ソ
ウ
ル
崇
田
大

学
校
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

鮎
沢
論
文
に
よ
る
と

『
坤
輿
固
』
と

『
両
儀
国
』

と
の
両
者
の
内
容
は
、
序
文
以
外
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
、
サ
イ
ズ
は
後
者
が
ふ
た
ま
わ
り
大
き
く
、

他
に
は
前
者
は
六
幅

一
組
だ
が
、
後
者
は
八
幅

一

組
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
内
容

の
う
ち
図
中
右
上
の
重
天
図

（
惑
星
を
中
心
と
し

た
大
動
説
の
字
宙
観
図

）
は
前
者
が

「
九
重
天
図
」

で
後
者
が

「
十

一
重
人
図
」
で
描
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
李
之
藻
版
を
実
物
大
に
複
製
し
て
つ
ぶ

さ
に
眺
め
て
見
る
と
、
そ
の
内
容
の
豊
富
さ
に
驚

嘆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
世
界
地
図
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

丈

一
六
七
　
四
セ
ン
チ
、　
一
幅
巾
六
二
　
九
セ

ン
チ
の
も
の
六
幅
で
都
合
左
右
が
三
メ
ー
ト
ル
七

七
セ
ン
チ
と
い
う
、
屏
風
仕
立
て
と
な
る
よ
う
な

壮
大
な
版
本
に
、
余
白
を
埋
め
尽
く
し
た
所
狭
し

の
宇
宙
天
文
、
地
理
地
勢
、
暦
法
民
俗
、
自
然
環

境
、
は
て
は
宗
教
に
い
た
る
ま
で
の
、
哲
学
　
信

仰

・
思
想
と
自
然
科
学
の
雑
然
な
が
ら
の
記
述
に

埋
ま

っ
て
い
る
。

リ
ッ
チ
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
編
纂
で
主
役
を
果
た

し
た
暦
学
者
Ｃ

・
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
弟
子
で
あ

っ

た
こ
と
か
ら
見
て
、
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

当
時
の
最
先
端
の
世
界
知
識
の
凝
縮
で
あ

っ
た
◇

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
心
の
世
界
図
を
中
国
中
心
の
世
界
図
と
し
て

試
み
た
、
最
初
の
漢
籍
地
図
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
経
度
の
関
係
か
ら
日
本
中

心
の
世
界
図
と
な

っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

こ
れ
を
手
に
し
た
日
本
人
は
、
日
本
を
中
心
に

世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
最
初
と
い
っ
て
い
い

そ
の
概
念
は
一
十

一
世
紀
の
今
日
ま
で
及
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
図
は
右
端
の
冒
頭
の
千
五
百
字
か
ら
な



―
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〇
三

）
、
ユ
ー
ク
リ

ッ
ド
幾
何
学

の

『
幾
何
原
本
』

（
一
六
〇
七

）
な
ど
の
著
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
著
書
は
す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
い

る
た
め
、
い
ち
早
く
漢
字
文
化
圏
に
も
た
ら
さ
れ

、

１
ま
れ
甫
瑾
れ
デ
曜

一
剰
ス
カ
　
僣
罐
に
ノ
幅

一

組
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
内
容

の
う
ち
図
中
右
上
の
重
天
図

（
惑
星
を
中
心
と
し

た
天
動
説

の
宇
宙
観
図

）
は
前
者
が

「
九
重
天
図

」

で
後
者
が

「
十

一
重
人
図

」
で
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
手
に
し
た
日
本
人
は
　
日
本
を
中
心
に

世
界
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
最
初
と

い

っ
て

い
い

そ

の
概
念
は
二
十

一
世
紀

の
今
日
ま

で
及
ん
で
い

る

の
で
あ
る

。

ま
ず

、
図
は
右
端

の
冒
頭

の
千
五
百
字
か
ら
な

る
長
い
序
文
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
実
際
の
序
と

も
言
え
る
地
図
制
作
の
経
緯
は
こ
こ
で
は
な
く
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
当
時
は
未
発
見

）
の
右
側
の
、

丁
度
日
本
の
真
下
に
当
た
る
部
分
に
、
リ

ッ
チ
自

身
の
名
前
で
の
貴
重
な
経
過
説
明
が
あ
る
。

冒
頭
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。

「
陸
地
と
海
は
も
と
も
と
円
形
で
、
合
体
し
て
球

と
な
る
。
こ
れ
は
天
球
宇
宙
の
中
に
あ

っ
て
、
丁

度
卵
の
黄
味
が
自
味
に
包
ま
れ
て
い
る
様
子
に
似

て
い
る
。
大
地
は
四
角
だ
と
い
う
人
が
い
る
が
、

そ
れ
は
固
定
不
動
の
属
性
を
い
っ
た
も
の
で
、
形

体
を
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
…
…
」
と
地
球
の
概

説
を
述
べ
、
五
大
陸
と
同
時
に
時
差
の
概
念
に
も

言
及
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、
李
之
藻
、
呉
中
明
、
陳
民
志
、
揚

景
淳
、
祁
光
宗
の
製
作
関
係
者
の
践
文
に
加
え
て

「
九
重
天
図
」

「
太
陽
出
入
赤
道
緯
度
」

「
日
月

蝕
図
」
な
ど
十

一
項
に
及
ぶ
天
文
地
理
が
続
く
。

「
九
重
天
図
」
の
位
置
は
右
上
の
同
心
円
の
図

で
あ
る
が
、
ア
ル
ス
ト
テ
レ
ス
の
宇
宙
観
を
受
け

継
い
だ
チ
コ
ブ
ラ
ー
エ
の
宇
宙
像
が
え
が
か
れ
、

「
四
行
論
略
」
で
宇
宙
の
構
成
要
素
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
中
で
も
驚
く
べ
き
は
、
惑
星
の
周
期
の

精
度
の
高
い
数
値
で
あ
ろ
う

（
添
付
表
参
考

）
。

驚
異
的
正
確
な
数
値
で
あ
る
。
当
時
ま
だ
望
遠

鏡
の
な
か
っ
た
天
動
説
終
焉
期
に
あ

っ
て
、
こ
こ

現代測定の公転周期 (理科年表による )

273217日 =27日 32(刻 )

02409年 =87日 99(刻 )

06152年 =224日 70(刻 )

100年 =365日 25(刻 )

18809年 =1年 321日 75(刻 )

11862年 ‐11年 314日 85(刻 )

29458年 =29年 167日 28(刻 )

25800年 (地球の歳差の周期と解釈すると)|
1日 1周              |

・
坤 輿 国 iと 現 ■ 滑1定 に よ る事 星 公 車i周 岬 の 1ヒ 軒 表

水星
*

金星
*

太陽

火星

木星

土星

28星 (恒星 )

365日 23亥」

365日 23亥 1

365日 23亥 1

1年 321日 93亥 J

ll年 313日 70亥 1

29年 155日 25亥リ

49000F「

壁f誓宣重12川 ?)_lF■旦

ま
で
よ

く
も
観

察
さ
れ

て
い
た

も
の
と

鷲
く
他

は
な

い
。

※
印

の
水
星
、

金
星
は

地
球
よ

り
太
陽

に
近

い

軌
道
を

回

っ
て

い
る
事

実
か
ら

、

現
代
で

も
観
測

は
難
し

く
、
あ

や
ま

っ

て
太
陽

と
同
じ

公
転
周

た
の
は
止
む
を
え
ま
い
。

『
坤
興
固

』
は
世
界
を
、
欧
選
巴
、
亜
細
亜

、

利
未
亜

、
南

・
北
亜
墨
利
加

、
墨
瓦
膿
泥
加

（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
南
極
で
当
時
未
発
見

の
場
所

）

の
六

つ
を
州
と
し
て
分
類
し
特
に
朱
記
さ
せ
て
目

立
た
せ
た
。

リ

ッ
チ
の
作
成
資
料
は
、
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
の

『
世
界

の
舞
台
図

』

（
一
五
七
〇

）
、
Ｇ
　
メ
ル

カ
ト
ー
ル
の

『
メ
ル
カ
ト
ー
ル
投
影
世
界
図
』
、

Ｐ

・
プ
ラ
ン
シ

ュ
ウ
ス
の

『
新
世
界
大
地
図
帳

』

で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
中
国
に
伝
え
ら
れ
て
い
た

『
近
国
地
図

』
な
ど
が
底
本
に
さ
れ
た
。

冒
頭
に
も
触
れ
た
が
こ
の

『
坤
輿
日

』
の
中
で

一
般
人
が
最
も
興
味
の
あ

っ
た
内
容
は
、
世
界
図

の
中

の
地
名

・
地
誌
注
釈
で
あ

っ
た
。
わ
が
国
で

は

「
稲
垣
子
　
」
の
文
化
年
間
の
異
本
か
ら
の

『
萬
國
全
国
説
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
人

、
Ｐ

・
デ
リ
ア
は
ト
リ
ゴ
ウ
の

『
マ
テ
オ
の
中
国
布
教
史

』
を
根
本
史
料
と
し
て
、

ヴ

ァ
テ
ィ
カ
ン
に
伝
わ
る

『
坤
興
萬
國
全
国
』
か

ら
イ
タ
リ
ア
語
の
翻
訳
を

一
九
二
八
年
に
発
表
し

、

Ｌ

・
ジ

ャ
イ
ル
ス
は

一
九

一
八
年
に
英
訳
を
発
表

し
て
い
る
。

今
回
は
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
、
往
時
の
日

本
人
が
受
け
た
で
あ
ろ
う
文
化
的
衝
撃

の
姿
を
偲

期
に
し
　
　
ん
だ
次
第
で
あ
る
。
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自

由

執

筆

二

宮

金

次

郎

ア

ラ

カ

ル

ト

ー

戸

岡

　

道

夫

昨
年
の
暮
か
ら
今
年
の
春
に
か
け
て
、
ち

ょ
っ

と
二
宮
金
次
郎
ブ
ー
ム
を
予
兆
さ
せ
る
よ
う
な

い
ろ

い
ろ
な
動
き
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
ア
ラ
カ
ル

ト
風
に
記
し
て
み
た

い
。

昨
年
は
、
船
村
徹
作
曲

、
本
下
龍
太
郎
作
請
の

二
富
金
次
郎

の
歌
が
出
来
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
歌

う
歌
手
、
大
金
吾

の
デ

ィ
ナ
ー
シ

ョ
ー
と
も

い
う

べ
き

，
歌
の
宴

‥
が
、
昨
年
十

一
月
二
十
日
に
東

京

の
市

ヶ
谷
で
行
わ
れ
た
。
大
金
吾
は
三
波
春
夫

ば
り
の
美
声
の
歌
手
で
、
時
代
も

の
の
歌
を
得
意

と
し
、
作
曲
家
の
船
村
徹
が
三
宮
金
次
郎
の
歌
を

入
金
吾
に
歌
わ
せ
た
の
も

、
む
べ
な
る
か
な
と
思

わ
れ
た
。

宴
は
順
調
に
進
み
、
そ
の
ち

ょ
う
ど
中
間
に
、

新
曲
発
表
と
い
う
こ
と
で

「
二
宮
金
次
郎

」
の
歌

が
披
露
さ
れ
た
。
そ
し
て
歌

い
終
る
と
、
直
後
に
、

歌
詞
が
会
場

の
全
員
に
配
ら
れ
て
、
全
員
で
も
う

一
度
合
唱
し
た
の
で
あ
る
。
会
場
は

一
瞬

、
三
宮

金
次
郎

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
喫
茶
の
よ
う
な
雰
囲
気

に
な
り
、
そ
の
巧
み
な
演
出
に
感
心
し
た
。
東
京

の
ま
ん
中
で
、
三
Ｉ
金
次
郎
の
歌
が
大
勢
で
合
唱

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
日
本
で
最
初
の
こ
と
で
は
あ

る
ま

い
か
。

そ
ん
な
頃

．

「
日
経
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
二

う
経
済

雑
誌
の
記
者
か
ム
電
話
が
あ
り

、

「
二
宮
金
次
郎

の
こ
と
に
つ
い
て
間
き
た
い
」

と
い
う

こ
と
で
、
あ
る
日
記
者
が
や

っ
て
き
た
。

一
狙

い
は
何
で
す
か
」

と
聞
く
と
、

「
サ
ブ

ブ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
に
発
し
た
世
界
的
金

融
恐
慌

、
経
済
破
綻
を
建
て
直
す
に
は
、
二
宮
金

次
郎
の
報
徳
思
想
だ
と
思
う
の
で
、
お
正
月
号
用

に
そ
ん
な
特
集
号
を
作
り
た
い
の
で
す

‐・

と

い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
二
宮

金
次
郎
の

「
道
徳
と
経
済

の

一
致

」
の
思
想
を
中

心
に
話
し
た
。
そ
Ｌ
て
そ
の
特
集
号
は
、
年
が
明

け
た
平
成
二
十

一
年

一
月
五
日
に
発
売
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
表
紙
が
三
宮
金
次

郎
の
薪
負
読
書

の
像
で
飾
ら
れ

、

．
ジ

ャ
パ
ン

・

イ

ニ
シ
ア
チ
ブ

（
日
本
主
導

）
、
無
限
恐
慌

の
危

機
を
断

つ

一
と
赤
く
大
文
字
で
記
さ
れ
て
い
た
。

世
界
を
襲

っ
て
い
る
世
界
経
済
危
機
を

、
日
本
が

主
導
し
て
救
お
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
日
本

の
経
済
力
根
底

に
は
道
徳
が
流
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
道
徳

の
中
心
が
二

宮
金
次
郎

の
報
徳
精
神
で
あ
る
、
と
い
う
構
成
で

あ

っ
た
。

ベ
ー
ジ
を
め
く
る
と
記
事

の
中
に
も

、
二
宮
今

次
郎
の
像
が
ふ
た
た
び
大
き
く
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ

れ

、

「
道
徳
な
き
経
済
は
犯
罪
で
あ
る

」
の
教
え

を
中
心
に
、
道
徳
と
経
済
の

一
致
の
必
要
性
が
力

説
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
中
国
で
開
か
れ
た
国
際
二

宮
尊
徳
思
想
学
会
学
術
大
会

の
様
子
や
、
日
本
に

お

い
て
も
道
徳
と
経
済
を
強
国
に
結
び

つ
け
て
経

営
の
近
代
化
に
成
功
し
た
、
豊
田
佐
吉

、
松
下
幸

之
助

、
伊
藤
忠
兵
衛

、
弘
世
助
三
郎
を
採
り
上
げ

る
な
ど
、
巾
ひ
ろ

い
視
野
で
書
か
れ
て
い
た
◇

す
る
と
十
二
月

の
同
じ
頃

、
栄
光
出
版
社

の
石

澤
社
長
か
ら
、

「
お
正
月
に
１１
宮
金
次
郎

の
芝
居
が
あ
り
ま
す

よ

一

と
い
う
電
話
が
入

っ
た
。
二
宮
金
次
郎
の
舞
台

と
は
珍
し

い
こ
と
で
あ
る
。
さ

っ
そ
く
そ
の
チ
ラ

シ
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

っ
て
も
ら
う
と
、　
一
月
二

十
日
か
ら
三
日
間

、
池
袋

の
東
京
芸
術
劇
場
で
、

「
真
説
　
一
一宮
金
次
郎

ｔ
と
題
し
て
、

（
知
ら
れ
ざ
る
民
主
的
な
金
次
郎
の
姿
が
浮
き

彰
つ
紅

‥
…
、
現
代
が
求
め
る
世
百
一し
男

）
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一
度
合
唱
し
た

の
で
あ

る

。
会
場

は

一
瞬

、
二
宮

金
次
郎

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
喫
茶

の
よ
う
な
雰
囲
気

に
な

り
、
そ

の
巧
み
な
演
出
に
感
心
し
た

。
東
京

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
翌
檜
座
が
中

心
に
な

っ
て
上
演
す
る
舞
台
で
あ

っ
た
。

さ

っ
そ
く
電
話
で
切
符
を
中
し
こ
み
、
担
当
者

と
話
を
し
て
い
る
と
、
休
憩
時
間
や
、
終

っ
て
か

ら
の
客
を
送
り
出
す
音
楽
に
、
小
学
唱
歌
の
二
宮

金
次
郎
の
曲
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
瞬

間
、
私
の
頭
に
船
村
徹
作
曲
の

「
二
宮
金
次
郎
の

歌

」
が
ひ
ら
め
い
た
の
で
、

「
新
し
い
こ
の
曲
を
使

っ
た
ら
ど
う
で
す
か
」

と
言
う
と
、

「
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
そ
れ
で
や
り

た
い
」

し
か
し
ま
だ
Ｃ
Ｄ
発
売
の
前
な
の
で
、
勝
手
に

そ
れ
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
船
村
先

生
の
方
へ
お
願
い
す
る
と
、
心
よ
く
許
可
し
て
下

さ

っ
た
の
で
、
当
日
は
会
場
全
体
が
非
常
に
盛
り

上
り
、
う
れ
し
か
っ
た
“

そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
十
二
月
の
あ
る
日
の
こ

と
だ

っ
た
。
横
浜
市
の
大
田
善
朗
さ
ん
か
ら
、

（
二
宮
金
次
郎
の
像
が
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
渡
る
計
画

が
進
ん
で
い
る
）

と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
今
年
は
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
百
年
記
念
と
か
で
、
神
奈
川
県
の
松
沢
知
事

世
界
を
襲

っ
て

い
る
世
界
経
済
危
機
を

、
日
本
が

主
導
し

て
救
お
う
と

い
う

の
で
あ
る

。
そ

の
理
由

は

、
日
本

の
経
済

の
根
民

に
は
道
徳
が
流
れ
て

い

が
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
た
。
す
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
神
奈

川
県
人
会
の
人
達
か
ら
、

「
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
を
送

っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
希
望
が
あ
り
、
知
事
は
こ
れ
を
約
束
し

て
帰

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
金
次
郎
の
銅
像
を
神
奈

川
県
民
の
力
を
合
せ
て
贈
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

金
次
郎
の
像
を
作
る
資
金
集
め
の
推
進
会
が
県
庁

の
中
に
作
ら
れ
、
県
民
に
む
か

っ
て
運
動
が
始

っ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
知

っ
た
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
送
る
の
は
金
次
郎
像
だ
け
で
な
く

い
ろ
い
ろ
な
資
料
や
本
な
ど
も
必
要
だ
と
い
う
の

で
、
私
は

『
二
宮
金
次
郎
の

一
生
』
の
本
を
十
冊

ば
か
り
そ
の
推
進
室
へ
、
大
田
善
朗
さ
ん
に
頼
ん

で
、
持

っ
て
い
っ
て
も
ら

っ
た
。

金
次
郎
の
石
像
は
、
年
が
明
け
た
平
成
二
十

一

年
二
月
に
ブ
ラ
ジ
ル

・
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
神
奈
川

県
人
会
に
送
ら
れ
、
二
月
八
日
に
除
幕
式
が
行
わ

れ
た
。

ア
メ
リ
カ

・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
日
本
人
街
に

も
、
戦
前
か
ら
巨
大
な
二
宮
金
次
郎
像
が
あ
る
と

い
う
が
、
南
米
に
も
金
次
郎
像
が
出
現
し
た
わ
け

で
、
二
宮
金
次
郎
の
国
際
化
の
は
し
り
と
で
も
言

え
よ
う
か
。

「
真
説
　
二
宮
金
次
郎

」
と
題
し

て
、

（
知
ら
れ
ざ
る
民
主
的
な
金
次
郎

の
姿
が
浮
き

影
り
に
…
…

、
現
代
が
求
め
る
貴
直
し
男

）

二
月

一
日
に
二
宮
金
次
郎
の
芝
居
を
見
て
、
興

奮
が
ま
だ
さ
め
ぬ
二
月
二
日
の
夜
、
テ
レ
ビ
に
突

然
、
二
宮
金
次
郎
の
像
が
現
れ
て
驚
い
た
。

火
曜
日
の
夜
に
は
テ
レ
ビ
東
京
で

「
日
本
ミ
ス

テ
リ
ー
」
と
い
う
番
組
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
夜

の
主
テ
ー
マ
は
川
中
島
合
戦
で
、
上
杉
謙
信
と
武

田
信
玄
の
秘
密
を
解
く
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

す
る
と
そ
の
途
中
へ
、
突
然
、　
ｒ

一宮
金
次
郎
像

の
秘
密
」
が
出
て
き
た
の
で
あ

っ
た
◇
な
ぜ
、
謙

信
と
信
玄
の
途
中
に
、
二
宮
金
次
郎
が
飛
び
こ
ん

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
最
近
の
世
の
中

の
、
二
宮
金
次
郎
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
る
と
驚
い
た
こ
と
に
、
さ
ら
に
そ
の
翌
日
、

二
月
四
日
の
日
本
経
済
新
聞
に
、
二
宮
金
次
郎
が

登
場
し
た
の
で
あ
る
◇

日
本
経
済
新
間
に

「
二
〇
〇
年
企
業
」
と
い
う

欄
が
あ
り
、

「
成
長
と
持
続
」
を
条
件
と
す
る
優

良
企
業
の
紹
介
を
連
載
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
二

宮
金
次
郎
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
明
治
四
年
に
酒
造
業
を
始
め
て
以
来
、

二
宮
金
次
郎
の
報
徳
精
神
を
も

っ
て
栄
え
て
い
る

浜
松
市
天
神
町
に
あ
る
、
中
村
雄
次
が
会
長
を

つ

と
め
る
浜
松
酒
造
株
式
会
社
で
あ

っ
た
。
中
村
雄

次
会
長
は
、
同
時
に
大
日
本
報
徳
社
の
副
社
長
を
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も

つ
と
め
、
報
徳
運
動

の
普
及
に
も
活
躍
し
て
い

る
。
記
事
は
七
段
組
み
の
大
き

い
紙
面
で
あ

っ
た
。

す
る
と
、
同
じ
二
月
四
日
の
サ
ン
ケ
イ
新
間
に

も
二
宮
金
次
郎
が
大
き
く
登
場
し
た
の
で
、
ま
た

驚

い
た
。

サ
ン
ケ
イ
新
聞
は
水
曜
日
に
、
教
育
関
係
で

一

ペ
ー
ジ
を
編
集
す
る
が

、
二
月
四
日
は
塩
谷
文
科

相

の
写
真
が
大
き
く
写

っ
た
、
教
育
に
関
す
る
対

談
が
載

っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
塩
谷
大
臣
は
、

「
教
育

の
基
本
は
道
徳
で
あ
る

」

と
力
説
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
と
く
に
二
宮
金

次
郎
の
名
前
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が

、

そ
の
道
徳

の
中
味
が
報
徳
精
神
で
あ
る
こ
と
は
、

明
瞭
に
読
み
取
れ
た
。
そ
の
記
事

の
右
下
に
は
、

「
元
気
の
出
る
歴
史
人
物
講
座

」
と
い
う

コ
ラ
ム

欄
が
あ
り
、
こ
の
日
は
そ
の
五
回
目
で
あ

っ
た
が
、

そ
こ
に
も
二
宮
金
次
郎
が
取
り
上
げ
ら
れ

、
そ
の

書
き
出
し
が

、

（
い
ま
二
宮
尊
徳
が
見
直
さ
れ
て
い
る
…
…

）

と
い
う
言
葉
で
始

っ
て
い
た
。

翌
日
の
二
月
五
日
に
は
、
新
宿

の
ホ
テ
ル
で
、

「
東
京
静
岡
県
人
会

」
が
行
わ
れ
た
。
塩
谷
文
科

相
も
静
岡
県
出
身
で
あ
る
の
で
、
出
席
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ス
ピ
ー
チ
で
も
、
道
徳
教
育
の
推
進
を

力
説
さ
れ
て
い
た
。
私
の
頭
に
は
昨
日
の
サ
ン
ケ

イ
新
聞
の
記
事
の
こ
と
が
頭
に
強
く
の
こ
っ
て
い

た
の
で
、
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
と
、

「
ぜ
ひ
、
二
宮
金
次
郎
の
報
徳
精
神
で
、
日
本

の
道
徳
の
推
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
ご
挨
拶
し
た
。
す
る
と
塩
谷
大
臣
は
、

「
私
も
大
日
本
報
徳
社
の
榛
村
社
長
と
は
よ
く

話
あ

っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
わ
か

っ
て
お
り
ま
す
」

と
い
う
力
強
い
返
事
で
あ

っ
た
。

以
上
の
他
に
も
、
あ
る
小
学
校
で
二
宮
金
次
郎

の
石
像
が
復
元
し
て
、
そ
の
記
念
の
式
が
行
わ
れ

た
と
か
、
ま
た
あ
る
小
学
校
で
は
、
小
学
生
た
ち

が
二
宮
金
次
郎

の
勉
強
会
を
開

い
た
と
か
、
そ
の

他

い
ろ
い
ろ
な
二
宮
金
次
郎

の
新
聞
記
事
や

ニ
ュ

ー
ス
が
大
勢
の
方
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
、
う
れ

し

い
限
り
で
あ
る
。

ま
た
、
西
宮
市

の
報
徳
学
園

（
中
学
校
　
高
等

学
校

）
で
は
、　
デ

一宮
金
次
郎
の

一
生

』
の
読
書

感
想
文
で
あ
る

「
心
田
啓
発

」
の
第
二
号
を

い
ま

作
成
中
で
あ
り

、
近
く
完
成
と
の
こ
と
で
あ
る
。

早
春
の
車
の
芽

の
よ
う
に
、
二
宮
金
次
郎
の
顔
が

多
方
面
に
現
わ
れ
て
＜
る
の
は
、
大
変
う
れ
し

い

こ
と
で
あ
る
。

自
由
執
筆

バ

ッ
ク

で

帰

っ

て

来

た
瀧

澤

　

　

中

「
沖
縄
特
攻
‐

と
言
う
と
、
特
別
攻
撃
隊
や
戦
艦
大
和
を
思
い

浮
か
べ
る
が
、
た
と
え
ば
大
和
に
は
、
軽
巡
洋
艦

矢
矧
と
八
隻
の
駆
逐
艦
が
こ
れ
に
従
い
、
沖
縄
に

向
か
っ
た
。

詳
細
は
省
く
が
、
大
和
も
矢
矧
も
撃
沈
さ
れ
、

残

っ
た
の
は
四
隻

の
駆
逐
艦

の
み
で
あ

っ
た
。

さ
て
。

先
日
、
知
人
か
ら
こ
ん
な
連
絡
が
あ

っ
た
。

「
Ａ
と
い
う
人
が
、
自
分
の
お
じ

い
さ
ん
の

，
，
ア
´

を
本
に
ま
と
め
た
い
、
と
い
う
の
だ
け
れ
ど

、

一

度
会

っ
て
く
れ
な

い
か
」

Ａ
氏
は
私
よ
り
少
し
年
―‥１
で
、
お
し

い
さ
ん
の

名
は
平
山
敏
夫

。
か
な
り
前
に
亡
く
な

っ
て
い
る

平
山
敏
夫
氏
は
、
沖
縄
特
攻
で
生
き
残

っ
た
駆

逐
艦

「
涼
月

」
の
艦
長
だ

っ
た
。

私
は
物
書
き

の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
ほ
ど
ほ
ど
に
、
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翌
日
の
二
月
五
日
に
は
、
新
宿

の
ホ
テ
ル
で
、

「
東
京
静
岡
県
人
会

」
が
行
わ
れ
た
。
塩
谷
文
科

相
も
静
岡
県
出
身
で
あ
る
の
で
、
出
席
さ
れ
て
お

駆
逐
艦

「
涼
月
」
の
話
を
興
味
深
く
う
か
が
う
こ

と
に
な

っ
た
◇

涼
月
は
米
軍
機
の
攻
撃
で
、
二
番
砲
塔
と
艦
橋

の
間
に
直
撃
弾
、
艦
尾
の
至
近
弾
で
操
舵
不
能
、

前
部
の
火
災
に
よ
り
弾
薬
が
誘
爆
、
被
弾
に
よ
る

破
孔
か
ら
の
大
量
浸
水
に
よ
り
前
方
に
傾
斜
。

沈
没
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ

っ
た
が
、

浸
水
し
た
区
画
の
内
部
か
ら
防
水
、
つ
ま
り
沈
没

を
防
ぐ
た
め
に
三
名
の
軍
人
が
自
分
た
ち
を
犠
牲

に
し
て
中
か
ら
ハ
ッ
チ
を
閉
め
た
の
で
あ
る
。

艦
は
、
後
進
し
か
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。

艦
橋
で
、
平
山
艦
長
と
倉
橋
砲
術
長
が
、
激
論

を
交
わ
し
た
。

断
□
沖
縄
に
向
か
う
べ
し
、
と
い
う
平
山
艦
長
。

も
は
や
戦
力
に
も
な
ら
な
い
艦
で
は
沖
縄
に
行

く
意
味
が
な
い
、
と
す
る
倉
橋
砲
術
長
。

一
時
間
近
く
に
及
ん
だ
議
論
の
末
、
艦
は
後
ろ

向
き
の
ま
ま
佐
世
保
に
一戻
っ
た
。

Ａ
氏
も
私
も
、
そ
の
時
の
平
山
艦
長
が
愚
か
だ

と
は
思
わ
な
い
。
連
合
艦
隊
司
令
長
官

（
豊
田
副

武

）
が
発
し
た
訓
電
に
は
、
作
戦
の
目
的
を

「
帝

国
海
軍
海
上
部
隊
の
伝
統
を
発
揚
す
る
と
共
に
其

の
栄
光
を
後
世
に
伝
え
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ず
」

と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
勝
敗
で
は
な
く
栄
光
を

残
せ
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。

ｒ
カ

ハ
て
カ
　
ス
と
、ズ
に
ブ
「
供
れ
　
車
Ｘ
ギ
班

矢
矧
と
八
隻

の
駆
逐
艦
が

こ
れ
に
従

い
、
沖
縄
に

向
か

っ
た

。

詳
細
は
省
く
が

、
大
和
も
矢
矧
も
撃
沈
さ
れ

、

い
ま
見
れ
ば
実
に
お
か
し
な
も
の
だ
が
、
し
か

し
時
代
は
そ
れ
を
正
気
と
捉
え
て
い
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
倉
橋
砲
術
長
で
あ
る
。

こ
の
人
は
戦
後
、
防
衛
大
学
で
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
教
鞭
を
取

っ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
Ａ

氏
と
の
会
合
に
同
席
し
て
い
た
海
上
自
衛
隊
の
関

係
者
が
、
倉
橋
氏
の
教
え
子
だ

っ
た
。

「
計
算
し
て
戦
え
。
そ
う
す
れ
ば
戦
争
は
勝
つ
」

防
大
時
代
の
倉
橋
氏
の
言
葉
で
あ

っ
た
と
い
う
。

満
身
創
疲
の
艦
を
沖
縄
に
向
け
よ
う
と
し
た
平

山
艦
長
の
熱
情
と
、
戻
る
こ
と
の
合
理
性
を
説
い

た
倉
橋
砲
術
長
◇
私
に
は
、
ど
ち
ら
も
い
ま
必
要

な
、
強
い
人
間
力
、
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

自
由
執
筆

大

伴

家

持

に

思

う

島

津

　

隆

子

「
人
間
は
死
や
悲
惨
を
考
え
な
い
た
め
に
、
気

晴
ら
し
を
工
夫
し
た
」
と
パ
ス
カ
ル
は
言
う
。

た
し
か
に
人
は
心
配
事
を
忘
れ
去

っ
て
い
る
時

が
い
ち
ば
ん
幸
せ
で
あ
る
。
例
え
ば
囲
碁
、
絵
画
、

ゲ
ー
ム
な
ど
等
。
他
に
職
業
を
持
ち
な
が
ら
和
歌

ズ
イ

ト
Ｌ

「
「

＝
口
猛
４
ゴ
ノ
　

　

■
ヵ
ノ

ｃ
ン

ヽ
日

″
い
Ｊ
Ｌ

く

ノ

ｃ

レ　

マ
ド
し

ラ
‘

平
山
敏
大
氏
は

、
沖
縄
特
攻
で
生
き
残

っ
た
駆

逐
艦

「
涼
月

」
の
艦
長
だ

っ
た

。

私
は
物
書
き

の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
ほ
ど
ほ
ど
に

さ
て
。
戦
場
か
ら
の
帰
還
を
決
め
た
涼
月
だ
が

超
微
速
後
進
し
か
で
き
な

い
。
途
中
潜
水
艦
の
雷

撃
を
受
け
た
が

、
奇
跡
的
に
ま

っ
た
く
被
雷
せ
ず

バ

ッ
ク
し
た
ま
ま
佐
世
保
に

戻
っ
た
。

戦
後

、
涼
月
は
北
九
州
　
若
松
港
の
防
波
堤
建

設

の
た
め
、
そ
こ
に
埋
め
ら
れ
た
。

駆
逐
艦
は
大
平
洋
戦
争
後
半

、
対
空
戦
闘

の
機

能
を
特
に
重
視
さ
れ
た
が

、
倉
橋
氏

い
わ
く

、

「
ま

っ
た
く
そ
の
用
を
な
し
て
い
な
か

っ
た

」
と

い
う
。
時
代

の
荒
波
の
中
で
生
き
残

っ
た
涼
月
は

い
ま
、
響
灘
の
荒
波
か
ら
、
私
た
ち
を
守

っ
て
く

れ
て
い
る
。

を
詠
む
の
も
、
そ
う
し
た
こ
と
の

一
つ
の
典
型
か

も
し
れ
な
い
。

日
本
が
世
界
に
誇
り
う
る
国
民
的
大
歌
集

『
万

葉
集
』
は
今
か
ら
お
よ
そ
千
三
百
年
前
に
完
成
し

た
が
、
そ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
四
千
五
百
十
六

首
の
最
後
を
飾
る
和
歌
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の

今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事
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因
幡
国
の
役
所
で
の
新
年
の
宴
席
で
詠
ん
だ
大

伴
家
持
の
作
品
で
あ
る
．

し
ん
し
ん
と
降
る
白
雪
の
よ
う
に
善

い
事
が
積

も
り
重
な

っ
て
欲
し

い
と
い
う
心
情
を
叶
露
し
て

い
る
。

奈
良
時
代

の
円
合
人
で
あ
る
家
持
の
生
没
年
に

は
三
説
あ
る
が

、

一
説
に
は
天
平

一
年

（
七

十九

）

に
生
ま
れ
、
五
十
七
歳
没
と
さ
れ
る
．
越
中
守

、

因
幡
守
　
陸
奥
守
な
ど
諸
国
を
転
勤
し
た
地
方
官

だ
が

、
謀
叛
に
関
連
し
た
か
ど
で
解
任
さ
れ
た
り

し
て
、
出
世
も
遅
く

、
決
し
て
恵
ま
れ
た
境
遇
と

は
い
え
な
か

っ
た
（
し
か
し

、
皇
室
に
対
す
る
崇

拝

の
念
は
頗
る
強
く

、
と
く
に
戦
前
か
ら
戦
中
に

有
名
だ

っ
た
あ

の
歌
は
家
持

の
作
品
で
あ
る

海
行
か
ば
水
藻
く
屍
　
山
ゆ
か
ば
車
生
す
屍

大
君
の
邊
に
こ
そ
死
な
め
　
の
ど
に
は
死
な
し

（
か
へ
り
み
は
せ
し

）

と
こ
ろ
が

、
そ
の
家
持
が
大
事
の
逆
鱗
に
触
れ
、

死
後
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う

、
悲
劇
と
い
う
に
は
余

り
に
奇
想
天
外
な
運
命
に
見
舞
わ
れ
る
の
だ

．
桓

武
帝
の
御
世

、
長
岡
京
造
営
の
建
設
長
官
藤
原
種

継
が
何
者
か
に
暗
殺
さ
れ
た
　
犯
人
は
す
ぐ
に
補

ま

っ
た
が

、
そ
の
調
べ
か
ら
、
家
持

の
死
後
三
十

日
余
り
経

っ
た
時

、
事
件
の
首
謀
者
の
ひ
と
り
に

家
持
の
名
が
挙
が

っ
た
の
で
あ
る
。

激
怒
し
た
帝
は
即
刻

、
家
持
の
逮
捕
を
命
し
た
。

だ
が
　
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
の
任
に
あ

っ
た
家

持
は
、
そ
れ
よ
り

．
ヶ
月
前

、
赴
　
　
・―

―

‐
―

任
地

の
隆
奥
国
で
病
死
し
て
い
た

。

そ
こ
で
帝
は

、
家
持
の
遺
骸
を

捕
え

、
隠
岐
島

へ
流
罪
し

、
生
前

の
す
べ
て
の
官
位
や
財
産
を
剥
奪

没
収

、
息
子
の
永
■
を
も
流
罪
と

し

、
越
前
日
加
賀
百
余
町
没
官
と

い
う
過
酷
な
判
決
を
下
し
た
の
で

あ
る
．

た
だ
こ
の
事
件
の
背
景
は
複
雑

怪
奇
で
、
当
時
台
頭
し

つ
つ
あ

っ

た
藤
原

一
門
内
部
の
暗
間

、
藤
原

家
と
人
伴
家
の
抗
争
な
ど
が
渦
巻

い
て
い
た
た
め
の
、
政
治
的
処
置

と
も

い
わ
れ
る
。

と
も
か
く
歌
人
で
、

「
万
葉
集
』

の
代
表
的
編
集
者
の
ひ
と
り
、
し

か
も
皇
室
崇
拝
者
で
あ

っ
た
家
持

が

、
死
後
と
は

い
え

、
こ
の
よ
う

な
処
置
を
受
け
た
二
と
は
無
念
の

極

，
み
で
あ

っ
た
ろ
う

．

家
持
は
柿
本
人
麻
呂
の
よ
う
な
天
才
的
歌
人
で

は
な
か

っ
た
が
、
官
吏
と
し
て
報
わ
れ
る
こ
と
の

少
な
か

っ
た
生
涯
で
、
唯

一
、
和
歌
を
気
体
め
と

し
て
、
心
労
を
癒
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

戦
中
の
社
会
学
辞
典
を
復
刻
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フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン

社
会
学
の
分
野
で
国
内
の
辞
典
と

し
て
最
古
と
い
う

『
社
会
学
辞
典
』

（新
明
正
道
編
著
）
が
復
刻
、
時
潮

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

‐‐
。
戦
争
末
期
の

一
九
四
四
年
に
出
版
さ
れ
た
原
著
の

歴
史
性
や
時
代
性
も
伝
え
る
た
め
、

も
と
の
旧
字
旧
仮
名
遣
い
の
ま
ま
印

刷
。
後
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｌ
解
説
」

を
収
録
し
た
ほ
か
、
世
界
の
主
だ

っ

た
社
会
学
者
の
生
没
年

一
覧
表
も
付

け
加
え
た
増
補
版
と
な

っ
て
い
る
。

日
本
社
会
学
会
の
会
長
も
務
め
た

権
威
、
新
明
氏
の
手
に
な
る
原
著
は

「社
会
学
」

「
社
会
学
史
」
の
二
部

構
成
で
約
千
ズ
に
及
び
、
人
名

。
事

項
別
に
丁
寧
な
索
引
も
あ
る
”
企
画

が
動
き
出
し
た
の
は
四
〇
年
。
そ
れ

か
ら
四
年
を
か
け
、
戦
中
の
過
酷
な

言
論

・
出
版
統
制
下
で
用
紙
も
不
足

す
る
厳
し

い
状
況

の
中
出
版

に
二

ぎ

つ
け
た
文
字
通
り
の
労
作
だ
。

復
刻
版
の
編
集
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

山
本
鎮
雄

ｏ
日
本
女
子
大
学
名
誉
教

授
は

「
こ
れ
ほ
ど
体
系
的
に
構
成
さ

れ
た
社
会
学
辞
典
は
今
に
至
る
ま
で

現
れ
て
い
な
い
」
と
評
す
る
っ

「
現

代
の
社
会
学
で
文
化
や
歴
史
な
ど
に

ま
た
が
る
拡
散
し
た
研
究
が
増
え
て

い
る
状
況
に
対
し
、
原
点
に
立
ち
か

え

っ
て
社
会
学
と
は
何
か
と
改
め
て

問
い
か
け
る
狙
い
も
あ
る
」
と
い
う
。

一
万
三
千
円
。


